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小冊子 Vol.161 の内容変更のお知らせ  
 

主題は「沈むアメリカ、浮上する中国、そして日本はいかに、、」 

と変わります。 

 

「自分が従う法は自分の感覚だけだ」とうそぶくトランプが世界最強の軍事・経済大国の最高権力者にな

り、利己主義の「アメリカファースト」を宣言して軍事力と基軸通貨ドルを武器に関税と対米投資を世界に

強制しています。 

「気違いに刃物」だから、世界中誰もトランプに首輪をかける者はいません。 

Trump always chicken out（TACO）と言われる通り、トランプは弱いものには残酷ですが、強い者（中

国）には尻尾を巻きます。 

日本の安全は在日米軍の存在で保たれていますが、トランプは言うまでもなく、オバマ、バイデン大統領

は口癖のように「アメリカは最早世界の警察官ではない」と言っています。  

「飛ぶ鳥後を濁さず」になるでしょうか。 

 

1971 年 8 月 15 日金とドルの交換制廃止、2024 年 6 月 9 日ペトロダラー合意失効で今やドルはすべ

ての保証を失い、基軸通貨としての資格が問われています。 

トランプは、アメリカは戦後中国や日本をおんぶにだっこで成人にしたのだから、今度はお前たちが親孝

行をする番だと言って、これくれ、あれよこせとうるさく付きまといます。 

こうした時に対米従属を続けてきた日本はどうしたらいいのでしょうか。 

激動だからこそ儲かることもあります。 

 

付録として 9/11の真実を解説します。 

1998年 8月の米大使館同時爆破事件と続く 9/11を調べれば調べるほど不思議なことばかりです。 

不思議なことには裏（真実）がある！ 

9/11の真実を知ればアメリカの真実がわかります。 

 

今回の小冊子は 2冊分ですからお買い得ということになります。 

小冊子 Vol.161は時節柄必読書です。 

 

 

時事評論家 増田俊男 

「時事直言」の文章及び文中記事の引用をご希望の方は、 
事前にマスダ U.S.リサーチジャパン株式会社（FAX：03-3956-1313）までお知らせ下さい。 
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フリガナ

お名前 振込名義
※銀行振り込みの場合のみ。カタカナでご記入下さい。

お申込み冊数 冊

〒

住所 （会社 ・ 自宅）

会社名

TEL FAX

ご希望のプランへ　　　をお願いします。
（※プランの選択がない場合は発送できませんので必ずチェックをお願いします。）

レ

単品 ：郵便代引き（1冊購入の場合、お受取の際に局員へ￥6,580お支払い下さい。）
※送料 +代引き手数料＝￥780 が単価に加算されます。

単品 ：銀行振込（1冊毎のご購入の場合、￥5,980 （送料込み） をお振込み下さい。）

12 冊定期購読 ：銀行振込（総額￥69,696 ⇒ ￥58,300）

6 冊定期購読 ：銀行振込（総額￥34,848⇒ ￥30,500） ｝

●発送は、着金確認後に普通郵便にて発送いたします。
　お届けまでに 2～ 4営業日程かかります。
●お振込み後のキャンセルは出来ませんので予めご了承下さい。

＊Ａ５サイズ
＊30 ～ 50 ページ
＊専用質問フォーム付き

さらに送料無料！
手間なし！優先発送！

\5,800（税込み）⇒ 銀行振込み \5,980
郵便代引き \6,580
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商品価格

★海外発送承ります。 （送料別途）

【お振込先】みずほ銀行　池袋西口支店　当座　０１０６５４４　マスダユーエスリサーチジャパン （カ
※振り込み手数料はお客様負担となります。

※振り込み控えを持って領収書に代えさせていただきます。

マスダ U.S. リサーチジャパン株式会社
info@chokugen.com

適格請求書が必要な場合は□にチェックをお願いします。 　□　必要

先行受付中！ 増田俊男の小冊子 Vol.161

★ネットのみクレジット決済対応。HPからお申込み下さい。http://chokugen.com/

【発送開始は 9 月後半予定】
但し、 印刷 ・ 配送の都合により前後
することがございますので予めご了承下さい。

＊アメリカの終焉する覇権と残存する覇権
＊国際協調 ・ グローバル主義、 民主主義の後退とナショナリズム台頭
＊変動する国際秩序 ： アメリカの同盟関係弱体化と解消
＊無法、 利己、 破壊主義トランプ出現は突然変異か歴史的必然か
＊新たな米 （衰退） ・ 中 （台頭） 関係 G2 （米中２大国制）
＊対米追従の眠りから目覚める日本の選択肢
＊流動する時代の株式市場、 為替 （ドル ・ 円） 市場、 金 （ゴールド） 市場の方向性 （トレンド）、
　　激動の時代の資産運用、 実践指南

沈むアメリカ、 浮上する中国、 そして日本はいかに

＜付録＞
9/11 （セプテンバー ・ イレブン） 同時多発テロの真実 ：
米大使館 （ケニア ・ タンザニア） 同時爆破の疑問、 同時多発テロ （9/11） が容疑者公判日 （9/12 ・
NY 地裁） の前日であったわけ、　9/11 主犯とされたアルカイダ首領ウサーマ ・ ビン ・ ラーディンを拘束出
来たのに殺害したのは何故か、 25年経っても犯人 （5人） 有罪判決が出せない理由、 テロとの戦いで
米軍が壊滅したアフガン、 イラク、 リビアが元通りイラン影響下に戻っているのは何故か、 戦争の歴史を
繰り返すアメリカ （朝鮮戦争、 ベトナム戦争、 中東戦争 ・ テロとの戦い、 イラン戦争） の宿命


